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野田川水系

整備計画の

平成 16 年

出水に対し
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なお、野田

までに平成

系河川整備
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年台風 23 号

し、民家浸

m）を改修対

田川本川及

成 16 年台風

図

野田

計画 

号の浸水状況

浸水被害の

対象河川に

び、香河川

風 23 号と同

図３ 野田

田川－５

況および現

の恐れのあ

に設定した。

川、岩屋川

同規模の出

 

 

 

 

川水系河川

 
*整備
1 回
じた

現況流下能力

る岩屋川

。 
下流、滝川

出水に対する

川整備計画

：想定氾
備計画策定時
回程度発生す
場合、浸水

力から台風

（L=0.80km

川について

る改修を完

 

氾濫区域*(1/
時の状態の
すると予想
水すると想定

風 23 号と同

m）と加悦

ては、平成

完了してい

/5 年確率規
の河川に、5
される洪水
定される区

同規模

悦奥川

20 年

る。 

規模)
年に

水が生
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※各河

※本川

値は

阿 
蘇 
海 

整備計画の

項目 

河川名 
事業名 

事業主体 

事業箇所 

事業内容 

計画流量 

画対象降雨 

水安全度 

上位計画 

河川において

川と支川で流

は、合流後の

<710

50

●

奥

( 

堂 

谷 

橋 
 ) 

の事業内容 

岩屋川
いわやがわ

、

広域河川

京都府 

与謝野町
よ さ の ち ょ

全体延長

岩屋

加悦

実施内容

岩屋川

加悦奥

60 分

平成

と予想さ

図る。 

明日の京

て、合理式で

流量が最大と

の本川流量と

430

香 
河 
川 

0> 
0 

●
基 
準 
点 

奥山川

野田

表１ 整

、加悦奥川
か や お く が わ

川改修事業

町
う

字幾地
い く じ

地

長：1.85km
屋川   0.8
悦奥川 1.0

容：河道拡
かどうかく

用地補

川  70
奥川  80

分間雨量 39

16 年台風

される降雨

京都、野田

で算定した最

となる時間(洪

と異なる。 

図４

0 405

水 
戸 
川 

岩
屋
川

70

新 
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( 

準 
) 

田川－６

備計画の事

川
わ

 
業（交付金）

地内(岩屋川
いわやがわ

m 
80km 
05km 

拡幅
ふく

、河床掘
かしょうく

補償等 
 m3/s 
 m3/s 

.1mm 

23 号と同

雨規模）の

田川水系河川

最大流量を記

洪水到達時間

 流量配分

360

奥
山 

川 
 
( 

準 
) 

事業内容 

内容 

） 

川
わ

)、与謝野
よ さ の ち

掘削
くっさく

、築堤
ちくてい

規模（概ね

出水に対し

川整備基本

記載している。

間)が異なる

分図 

加
悦
奥
川

温
江
川

80 裸書
<  >

単位

300

野町
ょ う

字加悦
か や

地

堤
い

、護岸
ご が ん

、
き

ね 5 年に１

し、民家浸水

本方針 

。 

ため、本川

滝
川

温
江
川

桜
内
川

書：整備計画流量
>：基本方針流量

位：m3/s
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橋 梁
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せき
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水被害の解
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平
林 
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山
河 
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) 
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く が わ

)

堰
き

、 

生する

解消を

の合計

模）
降雨規模）



 野田川－７ 

（３）評価対象事業 

評価対象事業は、野田川水系河川整備計画における計画区間、岩屋川
いわやがわ

0.80km、

加悦奥川
か や お く が わ

1.05km を対象として進めている広域河川改修事業。 

なお、岩屋川については平成２５年度の出水期までに完了した。 

 

表２ 事業評価対象区間一覧表(単位：km) 

 事業評価対象区間

（整備計画） 
（参考）全体計画 

対象区間 

改修延長 1.85 18.36 

野田川本川  13.15 

 香河川  1.90 

 岩屋川 0.80 2.61 

 加悦奥川 1.05 0.56 

 滝川  0.14 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 野田川－８ 

（４）既往洪水被害 

野田川
の だ が わ

水系での既往
き お う

洪水被害は、以下に示すとおりである。 

     表３ 野田川水系の主な洪水被害一覧表 

水害発生年月日 災害の種類 河川名 被害状況 

S45.6.10～7.18 梅雨前線・台風 2号 野田川 浸水面積 農地  14.9 ha 

S49.8.17～9.10 台風 14･16･18 号 野田川 浸水面積 農地  31.5 ha 

S50.9.16～9.24 豪雨 野田川、加悦奥川 浸水面積 宅地他 0.5 ha 

S54.9.13～9.23 豪雨 野田川 浸水面積 宅地他 0.3 ha 

S57.7.5 

～ 

8.3 

豪雨・台風 10 号 

野田川、岩屋川、

香河川他 

浸水面積 農地  80.8 ha 

     宅地他  0.5 ha 

建物被害 床下浸水  50 棟 

     床上浸水   4 棟 

S58.9.24～9.30 台風 10 号 野田川他 浸水面積 農地 128.3 ha 

S62.10.15 

～ 

10.18 

台風 19 号 

香河川、岩屋川、

加悦奥川他 

浸水面積 農地   9.1 ha 

     宅地他  8.9 ha 

建物被害 床下浸水  88 棟 

     床上浸水  11 棟 

S63.8.9 

～ 

8.31 

豪雨 

加悦奥川、滝川他 浸水面積 農地  154.5 ha 

     宅地他 26.3 ha 

建物被害 床下浸水 120 棟 

     床上浸水  15 棟 

H2.9.11 

～ 

9.20 

豪雨・台風 19 号 

岩屋川他 浸水面積 農地  34.4 ha 

     宅地他  0.9 ha 

建物被害 床下浸水   9 棟 

H10.9.18 

～ 

9.26 

豪雨・台風 6･7 号 

野田川、香河川、

岩屋川、加悦奥川

他 

浸水面積 農地  115.1 ha 

     宅地他 15.1 ha 

建物被害 床下浸水 157 棟 

     床上浸水  23 棟 

H11.6.22 

～ 

7.4 

梅雨前線 

香河川他 浸水面積 宅地他  0.3 ha 

建物被害 床下浸水  33 棟 

     床上浸水   3 棟 

H16.9.28 

～ 

10.1 

台風 21 号 

野田川 浸水面積 農地  28.9 ha 

     宅地他  0.1 ha 

建物被害 床下浸水   3 棟 

H16.10.18 

～ 

10.22 

台風 23 号 

野田川、香河川、

岩屋川、加悦奥川

他 

浸水面積 農地  332.4 ha 

     宅地他  9.9 ha 

建物被害 床下浸水 130 棟 

     床上浸水 111 棟 

H21.8.8 

～8.11 
台風 9号 

加悦奥川 浸水面積 宅地他  0.9 ha 

建物被害 床下浸水  24 棟 

   *水害統計より 

：近年の主要な洪水被害 
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 野田川－１１ 

 

 

（１）事業の進ちょく状況 

 野田川
の だ が わ

は、昭和 39 年度から中小河川改修事業により本格的な河川改修に着手し、

広域基幹河川改修事業、平成 16 年 10 月台風 23 号出水による災害復旧助成事業によ

り、桜内橋
さくらうちばし

までの暫定改修が既成している。 

 香河川
か ご が わ

は、昭和 41 年から中小河川改修事業を経て、広域基幹河川改修事業により、

奥山川
おくやまがわ

合流点までの全体計画区間の暫定改修が既成している。 

 岩屋川
いわやがわ

は、広域河川改修事業により、海老川
え び が わ

までの整備計画区間の改修が平成 25

年度の出水期までに完了した。 

 加悦奥川
か や お く が わ

は、野田川合流点から宮野下橋の約 200m の改修が完了している。 
表４ 事業進ちょく状況 

 整備計画 全体計画 

全体事業費 2,649 百万円 207 億円 

うち、用地費    480 百万円 33 億円 

現在(H25)までの投資事業費  1,467 百万円(55％) 153 億円(74％) 

うち、用地費   387 百万円(81％) 32 億円(97％) 

 

表５ これまでの主な改修事業内容 

河川 期間 区間 事業内容 

野田川 

昭和 39 年度 
～平成 15 年度 

河口～温江川合流点付近 

(L=9.70km) 河床掘削、築堤、 
橋梁、堰等 平成 16 年 

～平成 20 年度 
温江川合流点付近～桜内橋 

(L=1.19km) 

香河川 

昭和 41 年度 
～平成 15 年度 

野田川合流点～新紺屋橋 

(L=1.75km) 
河床掘削、築堤、 

橋梁、堰等 

平成 16 年 
～平成 18 年度 

新紺屋橋～奥山川合流点 

(L=0.15km) 
河床掘削、築堤 

岩屋川 

昭和 63 年度 
～平成 20 年度 

野田川合流点～十王堂橋 

(L=1.15km) 

河床掘削、護岸工、

橋梁、堰等 

平成 21 年度 
～平成 25 年度 

十王堂橋～海老川合流点 

(L=0.80km) 

河床掘削、護岸工、

橋梁、堰等 

加悦奥

川 
平成 21 年 
～平成 25 年度 

野田川合流点から宮野下橋 

(L=0.20km) 

河床掘削、護岸工、

橋梁等 

滝川 
平成 17 年 
～平成 20 年度 

野田川合流点付近 

(L=0.14km) 
河床掘削 

 

 

２．事業の進ちょく状況 
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 野田川－１３ 

（２）前回評価（平成 20 年度）以後の経過（平成 21 年度～平成 25 年度） 

１）岩屋川
いわやがわ

 

  平成 25 年度の出水期までに事業区間である海老川
え び が わ

合流点までの改修が完了し

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図９ 岩屋川の改修状況 

 

２）加悦奥川
か や お く が わ

 

  前回評価の平成 20 年度以降、宮野下
みやのした

橋の改築及び野田川合流点から宮野下橋

の約 200m の改修が完了した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１０ 加悦奥川の改修状況 

 

① 十 王 堂 橋 ～ 海 老 川 合 流 点

（L=800m）の改修後の状況 

① 

②野田川合流点橋～宮野下橋（L=200m）

の改修後の状況 

② 



 野田川－１４ 

（３）事業の効果（流下能力の向上） 

１）岩屋川 

   岩屋川
いわやがわ

の事業当初の流下能力は、概ね 10m3/s 程度であったが、野田川
の だ が わ

合流点

から整備計画区間である海老川
え び が わ

合流点までの事業完了により、70 m3/s（整備計

画流量）まで向上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 岩屋川流下能力図 

２）加悦奥川 

   加悦奥川
か や お く が わ

の事業当初の流下能力は、概ね 30m3/s 程度であったが、野田川合流

点から宮野下橋付近までの約 200m の事業完了により、80 m3/s（整備計画流量）

まで向上した。その上流の未改修区間では流下能力が不足している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２ 加悦奥川流下能力図 
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（１）事業費（Ｃ） 

 岩屋川
いわやがわ

L=800m 及び加悦奥川
か や お く が わ

L=1,050m の改修に必要な事業費は約 26 億円である。 

 

表６ 事業費内訳表（単位：百万円） 

 全体事業費 

本工事費（河床掘削、築堤、護岸等） 349 

附帯工事費（橋梁、堰等）  980 

用地・補償費    480 

間接費 399 

工事諸費 441 

合計  2,649 

（２）便益 

 便益（被害軽減額）は、整備計画に基づき事業に着手した平成20年から事業完了後

50年(平成90年度)までを対象に算定した。 

（３）費用便益比（B/C） 

 整備計画区間を対象とした河床掘削や築堤等の治水施設の整備によってもたらさ

れる経済的な便益（被害軽減額）から費用便益比を算定した。 

費用便益比は 6.9 となり事業の投資効果は高い。 
 

表７ 費用便益比の比較 

項目 前回(H20) 今回(H25) 
残事業の投資

効率性(参考)
主な変化要因 

総費用 

（Ｃ） 

 

18.3億円 

 

27.8億円 9.5億円 

・評価基準年の変更 

・完成予定年の変更 

  (H49→H40) 

総便益 

（Ｂ） 
136.0億円 192.5億円 33.0億円 

・評価基準年の変更 

・資産数量及び資産評

価単価の見直し 

・完成予定年の変更 

  (H49→H40) 

Ｂ／Ｃ 7.4 6.9 3.5  

※前回(H20)は、事業開始時点を基準に現在価値化、今回(H25)は評価時点(H25)を基準に現

在価値化している。 

○適用基準 

  ・治水経済調査マニュアル（案）国土交通省河川局 平成 17 年 4 月 

４．事業の投資効果 



 野田川－１７ 

＜参考：全体計画＞ 

 

参考として、昭和 39 年に策定した全体計画を対象に現時点（H25）を基準とした

費用便益比の算定を行った。 

費用便益比は 3.9 となり事業の投資効果は高い。 
表８ 費用便益比の比較 

項目 前回(H20) 今回(H25) 
残事業の投資

効率性(参考)
主な変化要因 

総費用 

（Ｃ） 
383億円 461億円 40.8億円 

・評価基準年の変更 

総便益 

（Ｂ） 
1,523億円 1,808億円 116.0億円 

・評価基準年の変更 

・資産数量及び資産評

価単価の見直し 

Ｂ／Ｃ 4.0 3.9 2.8  

※前回(H20)は、事業開始時点を基準に現在価値化、今回(H25)は評価時点(H25)を基準に現

在価値化している。 

○適用基準 

  ・治水経済調査マニュアル（案）国土交通省河川局 平成 17 年 4 月 
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 加悦奥川については、平成 24 年度までに野田川合流点から府道大橋までの用地買

収が完了している。 

平成 30 年度までの進め方については、府道大橋上流の用地買収を進めるとともに、

宮野橋及び府道大橋の改築および天神橋までの河道拡幅、河道掘削、護岸工等を実

施する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ 加悦奥川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業の進捗の見込み 
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（１）コスト縮減の取り組み 

河川改修により発生する掘削土は、埋め戻し等の再利用、公共工事間流用を行

うなど、処分土量の低減を図る。また、堰や橋梁の改築にあたり、統廃合を実施

し、コスト縮減に努める。 
 

（２）代替案について 

  加悦奥川の改修計画については、河川整備計画検討委員会において、代替案を

含めた検討を行っており、河床掘削、河道拡幅による河道改修案が妥当であると

判断された。 

  このため、河道改修案により事業を進めるものとする。 

 

１）加悦奥川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案 利点と問題点 概算事業費 判定

河道改修

（現計画） 

・治水効果が早期に発現されるため、浸水被害を軽減

できる。 

・用地買収範囲が最も少なく、一部、用地買収が完了

している。 

約20億円 ○ 

トンネル 

・加悦奥川上流からトンネル河川により、洪水を野田

川に流下させる案が考えられるが、工事が長期間必

要となる。 

約53億円 

 
× 

調整池 
・加悦奥川は山間部を流れており、調整池として使用

できる用地の確保が物理的に困難である。 
約70億円 × 

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性等 
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（１）流域の自然の現状 

１）野田川本川 

 河口から温江川
あつえがわ

合流点までの区間は、

複断面
ふくだんめん

の土羽構造で改修され、水際付近に

はヨシ、堤防法面にはオギ、チガヤ等が生

育している。水際のヨシ群落はオオヨシキ

リの繁殖地、コハクチョウ(府・準絶滅危惧

種)やカモ類の越冬地となっている。魚類で

はメダカ(府･絶滅危惧種、環･絶滅危惧 II

類)、ゴクラクハゼ(府･絶滅危惧種)、シモ

フリシマハゼ(府･準絶滅危惧種)等の重要

種が生息している。 

 

２）岩屋川 

 野田川合流点から八幡橋
やはたばし

までは、土羽構

造で改修が行われ、一部に間伐材
かんばつざい

を用いる

ことで水際に空隙
くうげき

(すきま)を創出し、生態

系に配慮している。 

八幡橋から十王堂橋
じゅうおうどうばし

までは、ふるさとの

川整備事業により、親水性に配慮した整備

が行われている。 

十王堂橋より上流は、法面が植生で回復

可能な護岸構造により整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コハクチョウ飛来地の環境保全に協力を求め

る看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水際に間伐材を使用し、生態系に配慮

している。 

７．良好な環境の形成及び保全 

河口付近 

青田橋より下流を望む 


